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老健施設の運営はゆっくりではあるが着実
に悪化している。気持ちに例えると、数年前は
「不安」であったが、現在は「あきらめ」に変
わりかけているように思う。もちろんすべての
施設に当てはまるわけではなく、しっかりとし
た運営を行えている施設もあると思うが、少
数派ではないだろうか。悩みの種は、物価の
高騰、老朽化に伴う修繕費の伸び、人材集め、
空床率の増加など多岐にわたるが、どの項目
も改善する見込みは低い。企業努力でなんと
かできる範囲はとっくに超えているように感
じる。
では老健は、このままなくなれば良いのだ

ろうか？本当に必要ないのだろうか？そうでは

ないように思う。老健は多職種でチームケア
を行い、生活機能の維持や向上に非常に適し
た施設である。その点では他の介護施設と比
較しても抜きんでているとの自負がある。
1986年から受け継がれた40年間の理念のも
と運営が継続され、これからも多くの皆さま
に利用していただきたいと思う。
ただ在宅復帰に関しては、時代の変化で意
味合いが少し薄れているように思う。「帰る家
がない」「老々介護である」「独居である」な
ど介護保険が開始された頃とは状況が違って
いる。進むべき方向の修正は必要なのではな
いか。

� 全老健広報情報委員　佐藤太彦
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特集予告

令和７年度老人保健健康増進等事業
在宅復帰・在宅療養支援機能促進にかかる
調査研究事業レポート
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